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Chromebook 活用研修会 
市 ICT支援員による、Chromebook活用研修会を開催しています。 

 今年度から、燕市に着任された先生方を対象に新任教員 ICT研修会の第 1回〔初級コー

ス〕、第 2回〔中級コース〕を実施しました。第１回には 41名、第２回には 40名の先生方

に参加いただきました。 

 ７月には、学習支援員と介助員の皆さんを対象の研修会を実施しました。74名の皆さん

が参加してくださいました。児童生徒の学習を支えて下さる皆さんに Chromebookの活用に

ついて研修受講していただいたことは、大変価値があったと考えます。 

 先生方、児童生徒に関わる皆さんのスキルアップが児童生徒の ICT活用をサポートし、

学びの可能性を広げることにつながっていきます。研修会の場に限らず、ICT活用のため

に、市 ICT支援員が皆さんをサポートします。困ったときは気軽にご連絡ください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

燕市GIGAスクール通信 
 2022.８.22. NO.24 

７月 21日（木）吉田小学校会場 ７月 19日（火）燕西小学校会場 

学習支援員・介助員の皆さんの感想 

・時間が経つと忘れてしまうかもしれないので、

今回の内容をもう一度お願いしたいです。 

・日頃の復習になり助かりました。忘れることも

多いので定期的にしてもらえるとありがたい

です。 

・授業でオクリンクを使うことがよくあったの

で、今度はオクリンクも研修内容に入れてもら

いたいです。 

・どんなことでも学びたいです。 

 
・すぐそばで分からないことを気軽に質問することができたので、とても良かったです。 

・いろいろな場面を設定していただいて、楽しみながら研修できました。ありがとうございました。 

・やってみないとわからいないので、いい経験だった。 

・児童の皆さんがやっていることが分かり、これから役立ちそうです。 

・初心者でも大変分かりやすい説明でありがたかったです。内容も普段の学校生活とマッチしている

ので、実践にすぐ使えるものでした。ありがとうございました。 

・あっという間の楽しい時間でした。 

・また是非やってください。 
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今後、予定している ICT研修会 
○情報担当者 ICT研修 
 ◇第 1回 ８月 23日（火）15:00～（オンライン） 

  第 1回以降、月１回（第３木曜日 15:40～16:40）の開催予定です。 

 ◇研修テーマ 

 （１）学校で使用する ICT機器について 

    燕市の現状やルールについて 

 （２）リモート授業のポイントについて 

    Classroom＋Meet＋Formsの活用 

 （３）Googleドライブの使い方 

    共有ドライブの作り方とアクセス権の設定方法 

 （４）Googleソフトについて 

    カレンダー、サイトなど便利なソフトを紹介 

○第 3回新任教員 ICT研修会 
 ◇会場・日時 

・小中川小会場 ９/12（月）15:15～16:40 ・燕中会場  ９/15（木）15:15～16:40 

・吉田中会場  ９/16（金）15:15～16:40 ・小池中会場 ９/22（木）15:15～16:40 

・分水中会場  ９/26（月）15:15～16:40 

 ◇研修内容 

 ・Jambordの基本的な使い方 

  素材や背景作成をして一つの Jamboardを完成させ、 

  Classroomから作成した Jamboardの配布方法を研修します 

○管理職対象 ICTマンツーマンコース 
 市 ICT支援員が各学校に出向き、一人一人の希望に合わせて研修を進めます。 

一人一人の希望に応じて日時や回数を調整し、研修を進めます。 

申込は随時受け付けています。 

 現在、10名程度の研修を行っています。 

 ぜひ、ご活用ください！！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報担当者の皆さんの 

リクエストをおききしながら

進めていきます。 

授業

さあ！2学期スタート！ICTを活用して、子どもたちに主体的・対話的で深い学びを！ 

上記は６月に児童生徒に実施していただいたアンケート結果です。 

児童生徒のスキルアップがうかがえます。個別学習への活用から協働学習へ

の活用へと進め、特に、児童生徒のアウトプットの場面での効果的活用を期待

しています。ぜひチャレンジしていただきたいです。 

みんなでやってみましょう！ 

 


